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総合的な探究の時聞を軸としたカリキュラム・マネジメント

主権者教育の充実を図るカリキュラム開発の推進

小林 佐知子

Curriculum Management of Integrated Studies: 

Curriculum Development Designed to Enhance Citizenship Education 

Sachiko KOBAYASHI 

1 問題の所在
現在の日本社会は、 A1・10T 等の技術革新の急速な進展によるSociety5.0 の到来、 グローパル

化の急速な進展や産業 ・就業構造の変化に加え、 少子高齢化が加速し、 人口減少・流出の問題が

顕在化するなど、 これまで社会が経験してこなかった課題に直面している。

中でも人口の減少と流出の問題は、 地方にとって深刻な問題である。 人口移動の面では、 東京

一極集中が加速しており、 2018 年の東京圏の転入・転出数をみると、東京圏( 東京都、 神奈川県、

埼玉県及び千葉県)は約14万人の転入超過となっている。 一方、 それ以外の地域では若者を中心

に人口移動が顕著であることから、 若年人口が大幅に減少し、 深刻な事態に直面している地域が

多いことがうかがわれる。

このような諸々の社会問題を背景事情とし、 学校教育の中でも特に高校教育に大きな影響を与

える法改正として、 公職選挙法等や成年年齢の引き下げ等の改正があげられる。201 6(平成28)年

6月に公職選挙法等の一部を改正する法律が施行され、 高校3年次に有権者になる生徒が現れた。

また、201 8 年6月、 成年年齢の引き下げ等を内容とする『民法の一部を改正する法律」が成立し、

計画通り2022 年4月1日に施行されれば、 高校3年次に成人になる生徒が誕生する。

公職選挙法の改正を受け、 文部科学省は2016 年6月に「主権者教育の推進のための検討チー

ム」の最終まとめを踏まえ、「主権者として社会の中で自立し、 他者と連携・協働しながら、 社

会を生き抜く力や地域の課題解決を社会の構成員の一員として主体的に担うことができる力」の

育成を目的とした主権者教育の推進を打ち出しているら

さらに主権者教育は、「主権者として求められる能力を育むだけではなく、 地域への愛着や誇り

を持ち、 ふるさとに根付く子供たちを育てるなど地域の振興、 創生の観点からも重要」とされて

おり、 学校が地域と連携・協働した教育活動を行うことで、 地域社会を担う人材を地域と共に育

成することが、 地域振興、 創生につながるものとして重要視されている。

一方、 新学習指導要領では、 学校の教育課程を児童生徒や地域の実態を踏まえて改善し、 地域

社会と教育目標を共有しながら、 連携・協働を通して教育の目的を実現していくことが要請され

ている。 これは、「社会に聞かれた教育課程」という言葉で表され、 新学習指導要領の中核に据え

られた理念である。 また、 生徒に育成すべき資質・能力を明確化し、 教育活動の充実を図るカリ

キュラム・マネジメントの推進が、 各学校に求められている。

これら社会変化やそれに対応した教育動向からは、 主権者教育の充実を図ることが、「社会に

聞かれた教育課程」の実現につながるーっとして捉えることができる。
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2 本研究の目的・眼・及び方縫

上述した問題を踏まえ、本研究ではA高鯵学伎を事例に、(1)雇通伎と地域社会の逮携・協働

した数育活動を通して、生徒�育成される資質・能力を主権著書量育の視点から検証し、(2)斯

学習指導要領(20ω. s)で目標・内容鯵の充実が図られた 「鎗合的な探究の時間Jに肉げたカリ

キ且ラム開宛を実程的1:::'検位することにより、「社会に聞かれた教育..J を実現する;b!1キ品

ラム・マネジメントの在り方を考察すること金研究の目的とする.

本研究の目的を達成するために次の5点を本研究の飢題とナる.

①園及び紛岡県の鎗域政策、殺宵勉2貨の動向から、高等学校と地績が連携・也備し食事量育活動を

行う意.を権隠し、 主権者象宵の現状と線庖及び育成を目指す資質・飽力を整理する.

@総合的な学習の時聞を織にした;b!1キ品ラム・干ネジメントの先進事例研究を行う.その目降、

縄県教育望書員会の害時.J置が個身の学校でどのように兵制包されているのかに箸目する.

③A商等学校の地域〈市民・行成職員等司、放員、生徒主と対象t己貸関紙測査を実施し、分析車古巣を

踏まえ、組援連喜惨事業費E過して育成される資質・飽カについて主繍者数育の観点から考察すると

ともに、地域連a惨事業の数育効果の後富Eを行う.

OOA高等学校で育成を目指す資質・飽カについて地域(市民・行政職員等〉、数員、生徒を対象に

質問紙調査を実施、分割干するこkで明らかにする. I附拙ぬ
l の3・11._...・.'附録k過し

⑤A高等学校の『総合鈎な探究の時間』に肉げたカ I �;;;:;;:・叫内川宮崎問問附制限る

!}:i守aラム開発を組織官昔、Fーダーシップ蛤の視点

から検置し、「総合的な探究の時間Jを翰にしたカ

Pキaラム・マネジメントの方策を量雪量ーする.

署野手E方法は、上記5つの限l!It=明らかにするため

に、鈴岡大学事聖職大学院のカFキュラムにおける学

技主連携したアクション・Fサーチを基盤として、

文献的方法、量的方法、質的方法、開事量的方法で行

った. M合的な探究の時聞を輸にした;b!1��ラ

ム・マネジメント伝聞する本研究の梼成は、図1の

ようiとなる. 圏内1から5は、本研究の線量置に対応

している.

第:}." I iIf'" I;'t 
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、W裂のa作術援の・". ， 代a/)�処.. 

ヲ民...
測，.... 院.�l'! "臨海.え免除合引r.， tJ，依拠e喝伺.・.. した'"
"'"，"A' -......包n:'-I-"'t(・')j省略ちする

期凶r'3"W...l灘襲
..，捻s・a崎..陥陶叫る町‘織1(.\ 11ft.tb'筒命。段位る 二... 長泌口 、� とで.

総合柑崎相時鳩舗 と0.=帥.�ふ晴山ン加の""'.帯、ず

聞1 *司町民の....

S 主緯省.宵@現電量・線・aぴ育成を目指す貸賃・飾カ

『主権者敬宵』の定鎗は一つに定まっていない. r省時啓発事君臨の在り方等研究会」が信務省に

提出した最終報告書(2011.のではf(シティズンシップ数育は)位会の構成員としての市民が備え

るペき市民性を育成するために行われる綾宵であり、集囲内の所属意書.. 権利の享受や責任'.

務の慮行、公的な事柄への関心や関与などを開指し、 位会多却に必要な知線、技館、価値観を習

得させる教育J �)l.した土で、主権者投背がその中心をなすものとして 「市民と政治との関わ

り』を敵背するこ��明確化されている. また、「主権者象育の推進に闘する有.者会.とり玄と

めJ (2017.のでは『主格者援背として求められる象育は、 社会の出来事会自ら考え、判断し、主

体的に行司自する主権者金育てることJ �示tきれている.
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「社会貢献意識J の平均値に差があ る こ と が明 らかになった. 次に平均値に有意な差があ る か ど
う かを t 検定で調べた。 分析の結果、 有意な差がみられたのは、 1 年生では『学習効力感 (社会で
起 き て い る 問題や出来事を考える際、 学校の学習は役 に立っ と 思 う ) J ( t (212) =2. 022， p<.05 ) 
であ り 、 有意傾向が見 られたのは、 1 年生の 『社会貢献意識 (地域や社会を よ く す る た め に何を
すべきか考え る こ と があ る ) J ( t  (212) = 1.  901， p<. 1 ) で あ っ たD 2年生は、 有意な蓋は見 られ
なかった。 (表 3 )

竃 3 r実社会ヲログラムJ ・加の有無による 比駿 ( t 横定)

参加 不参加
項 目 (1年生 IF46， 2今生 lAi6) (1年生 1F168， 2年生 IF邸4) 2者聞の t 検定

1 年生

2年生

学習効力感
祖会貢献轍
学習効力感
祖舗献轍

平均値 S.D. 平均値 S.D 
3. 74 
3. 33 
3. 36 
2. 93 

1. 021 
1. 055 
. 999 
1. 142 

3. 40 
2. 99 
3. 33 
2. 92 

. 986 
1. 072 
1. 067 
1. 066 

t(212)=2. 022牢
t(212)=1. 901t 

t (208)=.159 
t (208)=.077 

不�tく1
『実社会プロ グラム』 を通 して、 地域をテーマ と した課題解決型学習 を行 う こ と で、 地域社会

を構成する一員 と して、 社会 と 関わって ど う 生き てい く のかを考える揚が創られ、 学習効力感や
社会貢献意識を向 上 さ せてい る こ と が示唆された。

5 r総合的な探究の時間』 に向けたカ リ キュ ラム開発

A高等学校は、20 16年度から総合的な探究
の時間(以下総探) に向けたカP キ ュ ラム開発
を行い、 20 18 年度全 日 制課程普通科 1 年生か
ら改編されたカリ キ ュ ラムを実施している。

( 1 )  A高等学肢の敵蛇目指す資質 ・ 勧
A高等学校生徒に求め られる資質 ・ 能力が

ど の よ う な も ので あ る かについて B市民等、
教員、 生徒を対象 と して実施 した質問紙調査
をTMS の話題分析 『 こ と ばネッ ト ワー ク j
でテキス ト マイ ニングを施した。 ( 図 3 )

A高等学校生徒への市民等の期待の分析か
園3 生徒への市民等の期待 こ と鴎ネッ ト?-ーク園

ら は、 『カJ r 自 分J r地域j の 3 つのカテ ゴ リ ーが析 出 さ れた。 3 つのカテ ゴ リ ーをそれぞれ原
文検索した と こ ろ 、 市民と し て の 自 覚を持ち、 将来地域を担 う 人材 と して成長する こ と や地域の
活性化に寄与でき る資質 ・ 能力を身に付け る こ と を期待してい る こ と が明 らかになった.

次に、 教員が生徒 に 3 年間の教育活動を通 して育成 したい と 考えている資質 ・ 能力の分析から
は、「力J r姿勢」 が析出 され、 原文検索を行 っ た と こ ろ、 自 分の意見を表現で き るカや地域社会
の リ ーダー と して活揺する力で あ る こ と が 明 ら かに な っ た。 こ の こ と か ら、 地域社会を担 う リ ー
ダー育成が、 A高等学校の ミ ッションと して市民等や教員に捉 え られている こ と が確認さ れた。

一方、 生徒が、 将来社会人 と して生活を してい く こ と を考えた際に高校 3 年間で身に付けたい
カや態度 と しては、 コ ミ ュニケーション能力が最 も 多 く 、 次いで礼儀、 換拶であった。
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